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猛
暑
だ
っ
た
夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
吹
く

風
の
中
に
も
少
し
ず
つ
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
避
難
先
の
各
自
治
会
に
お
い
て
夏

祭
り
や
盆
踊
り
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
私

も
日
程
が
合
う
限
り
参
加
し
、
相
馬
盆
唄
や
双

葉
音
頭
を
踊
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
姿
に
震
災
前

の
双
葉
町
の
盆
踊
り
大
会
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
双
葉
町
放
射
線
量
等
検
証
委
員

会
を
設
置
し
、
委
員
に
よ
る
町
内
の
現
地
視
察

を
は
じ
め
、
３
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
双
葉

町
内
の
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
及
び
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
の
放
射
線
量
の
低
減
状
況
等

に
つ
い
て
検
証
を
続
け
て
い
る
中
で
、
委
員
会

の
中
間
報
告
が
７
月
29
日
、
田
中
俊
一
委
員
長

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。「
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
の
放
射
線
量
は
、
未
除
染
区
域
が
あ
る
も

の
の
自
然
減
衰
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
立
入
規
制

を
緩
和
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
放
射
線
量
は
十

分
低
減
し
て
い
る
と
判
断
す
る
が
、
さ
ら
な
る

線
量
低
減
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
中
間
報
告
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
８
月
７
日
開
催
の
議

会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
来
年
春
を
目
標
と

す
る
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅

周
辺
の
一
部
区
域
の
避
難
指
示
解
除
と
同
時
期

を
目
指
し
て
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域

に
通
行
証
が
な
く
て
も
自
由
に
出
入
り
が
で
き

る
よ
う
立
入
規
制
の
緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
方
針
と
、
町
が
目
指
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ

双
葉
駅
周
辺
等
の
一
部
区
域
の
避
難
指
示
解
除

の
範
囲
案
を
議
員
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
国
や
県
、
地
元
行
政
区
な
ど
と
協

議
を
進
め
な
が
ら
、
住
民
の
帰
還
に
向
け
た
安

全
・
安
心
対
策
を
今
後
具
体
的
に
講
じ
て
、
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
立
入
規
制
緩
和

へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
２
日
に
は
双
葉
町
寺
沢
地
区
に
整
備
中

の
常
磐
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名

称
が
「
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
正

式
決
定
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
内
に
は
、
中

野
地
区
復
興
産
業
拠
点
内
の
事
業
が
開
始
さ

れ
、
２
０
２
０
年
内
に
は
双
葉
町
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
及
び
県
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設
の
開
館

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
拠
点
施
設
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
こ
と
で
、
今
後
町

の
復
興
が
加
速
化
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
廃
炉
作
業
や
除
染
関
連
車
両
及

び
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
車
両
な
ど
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
５
日
に
は
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
に
対
し
、
事
故
後
の
廃
炉
作
業
が
続
く
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
内
で
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
作
業
の
安
全
徹
底

を
求
め
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
、
岩
本
久

人
副
議
長
と
と
も
に
、
磯
貝
智
彦
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
長
に
、
人
的
ミ
ス
が
散
見
さ
れ
、

技
術
力
の
低
下
を
感
じ
る
と
指
摘
し
「
二
重
、

三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
態
勢
が
重
要
で
あ
る
。
し
っ

か
り
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
り
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
す
の
で
、
健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留

意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

東京電力ホールディングス㈱に申し入れを行いました
～ 福島第一原子力発電所の廃炉作業について ～

　８月１日、東京電力ホールディングス㈱の小早川智
明社長が双葉町いわき事務所を訪れ、伊澤史朗町長に
対し福島第二原子力発電所（楢葉町、富岡町）の全基
廃炉の正式決定を報告しました。伊澤町長は福島第一
原子力発電所の廃炉作業に影響がないよう、全体の工
程を精査したうえで取り組むように強く要求しました。
　８月５日には、東京電力ホールディングス㈱に対し
「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の廃炉等の
実施に係る周辺地域の安全確保に関する協定」を遵守
した取り組みの徹底や、廃炉作業によるトラブルの未
然防止に努め、双葉町の復興や住民の帰還に支障をき
たすことのないように求める申し入れを行いました。
　伊澤町長と佐々木清一町議会議長がいわき事務所
で、磯貝智彦福島第一原子力発電所長に対し申し入れ
書を手渡し、意見交換を行いました。
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町内復興インターチェンジの正式名称は町内復興インターチェンジの正式名称は

「常磐双葉インターチェンジ」に決定「常磐双葉インターチェンジ」に決定

【問い合わせ先】 建設課 ☎０２４６－８４－５２０９

　双葉町及びＮＥＸＣＯ東日本東北支社いわき工事事務所（福島県いわき市）は、令和元年度の完成を目指して 
常磐自動車道 大熊インターチェンジ（ＩＣ）～浪江ＩＣ間に、インターチェンジの新設事業を進めております。
　このたび、インターチェンジ名称を常磐双葉（じょうばんふたば）インターチェンジと決定しましたのでお
知らせします。

（令和元年６月撮影）（令和元年６月撮影）（令和元年６月撮影）

「常磐双葉インターチェンジ」に決定「常磐双葉インターチェンジ」に決定「常磐双葉インターチェンジ」に決定
町内復興インターチェンジの正式名称は

　７月２９日に双葉町放射線量等検証委員会の田中俊一委員長から伊澤史朗町長に対し「双葉町
放射線量等検証委員会における検証結果について（中間報告）」が提出されました。中間報告の
概要は以下のとおりです。

　双葉町放射線量等検証委員会の中間報告を受け、町では２０２０年春頃の避難指示解除準備
区域及びＪＲ双葉駅周辺の避難指示解除を目指すとともに、同時期の特定復興再生拠点区域全
域の立入規制の緩和に向けた取り組みを進めてまいります。
　立入規制が緩和された場合、特定復興再生拠点区域内の一時立入りには通行証は不要となります。

立入規制緩和について

双葉町放射線量等検証委員会双葉町放射線量等検証委員会　～中間報告～～中間報告～双葉町放射線量等検証委員会　～中間報告～

スマートフォン、
タブレット用
ＱＲコード

 町は来年春の避難指示解除準備区域とＪＲ双葉駅周辺等の一部区域の避難指示解除を目指し
ているところであり、対象地域の放射線量の低減状況については、引き続き検証は続ける。

・

 同時期に町は特定復興再生拠点区域全域の立入規制緩和を目指しているが、同拠点区域は
今まで帰還困難区域として立ち入りを厳しく規制してきた区域であり、立入規制の緩和にあ
たっては、住民の被ばく線量の低減を十分図るとともに放射線防護対策を
入念に講じることが重要。

・

また、同拠点区域内は、環境省が継続的に除染と解体を実施しているところ。・

 委員会としては、同拠点区域の放射線量は未除染区域があるものの、自
然減衰が認められ、立入規制を緩和するにあたっては、放射線量は十分
低減していると判断するが、さらなる線量低減化を求めるものである。

・

3 広報ふたば 令和元年９月



　現在、浪江町の県道２５３号との交差点から大熊町の山神ゲートまで通行規制されている県道
３５号が、令和元年９月５日１２時から、自由に通行できます。
　これにより、国道６号の迂回路が確保され、郡山市、大熊町方面、そして福島市、浪江町方面か
ら自由に通行できます。

【問い合わせ先】　
  住民生活課
  ☎ ０２４６－８４－５２０６

　なお、県道３５号が自由通行
化されても、駐停車禁止及び自
動二輪・原動機付自転車・軽車
両及び歩行者は通行禁止となり
ますのでご注意ください。

　この自由通行に伴い沿線住民
の皆さんの住民一時立入り方法
が変更となります。詳しくは、個
別にお知らせしました一時立入
り方法のご案内をご覧ください。
　また、沿線への公益目的一時
立入り方法も変わりますので、
公益目的一時立入り事業者の方
はお問い合わせください。

特別通過交通ルート図

県道県道３５３５号いわき・浪江線（通称山麓線、国道号いわき・浪江線（通称山麓線、国道２８８２８８号
重用区間を含む）が自由通行化されます重用区間を含む）が自由通行化されます

　

７
月
25
日
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

審
査
会
の
鎌
田
薫
会
長
ら
委
員
６
人
が

中
間
指
針
等
に
基
づ
く
賠
償
の
実
施
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
双
葉
町
内

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

鎌
田
会
長
ら
は
双
葉
南
小
学
校
を
視

察
し
た
後
、
双
葉
ふ
れ
あ
い
広
場
で
伊

澤
史
朗
町
長
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議

長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
伊
澤

町
長
お
よ
び
佐
々
木
町
議
会
議
長
か
ら
、

個
別
事
情
に
対
す
る
賠
償
を
確
実
か
つ

迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
指
針
に
明
示

す
る
こ
と
な
ど
を
強
く
求
め
、
鎌
田
会

長
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審

査
会
に
よ
る
現
地
視
察
が

行
わ
れ
ま
し
た

県道３５号いわき・浪江線（通称山麓線、国道２８８号
重用区間を含む）が自由通行化されます

　県道３５号の自由通行化に伴い、現在、大熊町側にある有人の山神ゲートは撤去され、あらたに双
葉町側の国道２８８号上に、有
人の山田ゲートが新設されます。
（新設ゲートの位置は特別通過交
通ルート図をご参照ください）
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■ 日程

生活サポート補助金（平成２９年度）の申請はお済みですか？

（時間はいずれも９：３０～１６：１５　お一人４５分程度）

　「生活サポート補助金（中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金）」の申請受付会を次の日程で開催します。「申請書の
書き方がよく分からない」などお困りの方はぜひご来場ください。
　電話による事前の予約が必要ですので、下記「生活サポート補助金」コールセンターまでお電話ください。
　なお、各会場の都合上、参加いただける人数に限りがございます。

　平成２９年度分の申請受付期間は令和２年３月３１
日までとなっておりますので、申請忘れのないようご
注意ください。令和２年４月１日以降は申請を受け付
けることができなくなりますので、お早めに申請して
いただきますようお願いします。

　生活サポート補助金が未申請となっている方へ『生
活サポート補助金コールセンター☎０１２０－２８０－
７０７』より、電話で申請のご案内をさせていただく
場合や通知を送らせていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

月　日 地　域 会　場

10月　3日（木） 郡山市
双葉町役場　郡山支所　１階会議室
福島県郡山市朝日１丁目２０－２ ☎ 024－973－8090

10月　8日（火） 福島市
コラッセふくしま３階（小会議室３０２Ａ）
福島県福島市三河南町１番２０号 ☎ 024－525－4089

10月15日（火） 南相馬市
南相馬市民情報交流センター（中会議室）
福島県南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１ ☎ 0244－23－7796

10月23日（水） 加須市
騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」２階（視聴覚室２）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０ ☎ 0480－73－3101

10月24日（木） 加須市
騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」２階（視聴覚室２）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０ ☎ 0480－73－3101

10月27日（日） 東京都
足立区

東京芸術センター（会議室３）
東京都足立区千住１－４－１ ☎ 03－5354－4388

10月28日（月） 横浜市
横浜市技能文化会館（８０２大研修室）
神奈川県横浜市中区万代町２丁目４番地７ ☎ 045－681－6551

11月　1日（金） 郡山市
福島県農業総合センター（大会議室）
福島県郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地 ☎ 024－958－1700

11月12日（火） 白河市
白河市立図書館「りぶらん」（中会議室１）
福島県白河市道場小路９６－５ ☎ 0248－23－3250

11月19日（火） ひたちなか市
ひたちなかテクノセンター（第３研修室）
茨城県ひたちなか市新光町３８番地 ☎ 029－264－2200

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

双葉町「生活サポート補助金」コールセンター
■ 申し込み先

０１２０－２８０－７０７フリーダイヤル
　具体的な書き方・個別事情に合わせた申請の仕方
などを説明しながら申請のサポートをいたします。

■ 内容　申請受付（個別対応）

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

【問い合わせ先】　生活支援課　☎０２４６－８４－５２００（代表）
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　東日本大震災により被害のあった居住用家屋（以下「住家」という）について、住家の損壊程度に
ついて調査したうえで、り災証明書を発行するものです。
　り災証明を発行するためには、住家を取り壊す前に必ず被害の認定調査が必要となります。取り壊
した後では調査ができませんので、まだ、り災証明書をお持ちでない方で発行をご希望の方は、お早
めに調査の申込みをお願いします。

【申し込み・問い合わせ先】
戸籍税務課 ☎０２４６－８４－５２０４

東日本大震災による建物の被害調査と
り災証明書の発行について

・被災者生活再建支援制度を利用する方 ・ 内部及び外観調査は、申込書受付後に日
程を調整し、申請者等の立会いのもと調
査いたします。

・町が委託した建築士が調査いたします。

・ 認定結果は、調査後、概ね２カ月以内を
目安に通知いたします。

・ 調査は、内閣府の災害被害認定基準に基
づき、全壊、大規模半壊、半壊、半壊に
至らないを認定し、り災証明書を発行い
たします。

住家の所有者、もしくは借家人の方

・ 調査は、「内部及び外観調査」と「外観
調査」があります。

・ 申込書に必要事項を記入し、以下のもの
を添付して、窓口に提出するか郵送して
ください。
　① 申込者が確認できる身分証の写し（運

転免許証など）
　② 借家人が申し込む場合は、貸借契約書

の写し並びに所有者の同意書

① り災証明書が必要な方 ⑤ 日程調整

⑥ 調査の実施

② 調査の対象となる方

③ 調査内容

④ 調査の申し込みについて

・ 申込書は、いわき事務所と各支所窓口に
準備しているほか、町公式ホームページ
からもダウンロードすることができます。
　（連絡いただければ郵送もできます）

・ 内部及び外観調査は、建物の内部と外観
（屋根、壁の傷み、傾きなど）の損壊状
況を調査しますので、立会いが必要で
す。（立会いできない方は、ご相談くだ
さい）

・ 外観調査は、建物の損壊状況を外観から
のみ調査します。（立会いは不要です）

・保険請求等で保険会社へ提出される方

・ 環境省による避難指示解除準備区域及び
特定復興再生拠点区域内の住家の解体を
希望する方

・ アパートや貸家の所有者が立会いを希望
する場合は、必ず入居者から立入許可を
もらってください。

・ また、入居者の方が立会いを希望する場
合は所有者の方や不動産管理会社から許
可をもらってください

・ 令和元年度は、１２月までの週３回
（火・水・金の午前９時３０分～午後０
時５０分）、１日５～６世帯で調査を行
います。

・日程調整後、調査日を連絡いたします。
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【申し込み・問い合わせ先】 生活支援課 ☎０２４６－８４－５２００（代表）

被災者生活再建支援金の申請を受付しております

　東日本大震災で生じた自然災害により、居住する住宅が全壊するなど生活基盤に著しい被害の
あった方へ生活再建のための支援金が支給されます。支援金の支給対象世帯は下記のとおりです。

住宅の被害程度 全　壊 半壊解体 大規模半壊

支給金額
複数世帯 １００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 ７５万円 ７５万円 ３７.５万円

　２. 住宅が自然災害により「半壊し、やむを得ず解体を行った（半壊解体）」世帯。

２. 加算支援金：令和２年４月１０日まで

　１. 住宅が自然災害により「全壊」または「大規模半壊」した世帯。

１. 基礎支援金：令和２年４月１０日まで

制度内容１

　支給額は、次の基礎支援金と加算支援金の合算額となります。
　（複数世帯：被災時の世帯人数が２人以上　単数世帯：被災時の世帯人数が１人）

※ 大規模半壊で支援金が支給された世帯も、やむを
得ず解体した場合は、半壊解体と同じ扱いになり、
差額分を申請することができます。

支援金の支給額２

申請期間４

支援金の申請に必要な書類３

基礎支援金（住宅の被害程度に応じて支給する支援金）

住宅の再建方法 建設・購入 補　修 賃　借

支給金額
複数世帯 ２００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 １５０万円 ７５万円 ３７.５万円

※ 賃借は、公営住宅、仮設住宅、借上げ住宅を除き
ます。

加算支援金（住宅の再建方法に応じて支給する支援金）

① 被災者生活再建支援金支給申請書
② 住民票原本（世帯全員分、続柄・本籍地が記載されているもの）
③ 振込先預金通帳の写し（金融機関名、支店名、口座番号、名義人（フリガナ）記載部分）
④ り災証明書原本　※戸籍税務課の家屋被害認定調査を受ける必要があります。
⑤ 解体証明書　※「半壊解体」または「大規模半壊でやむを得ず解体」により申請する場
　 　　　　　　　  合に必要です。

基
礎
支
援
金

⑥ 住宅建設・購入（または補修）に関する契約書の写し（住宅の所在地、工期（引渡日）、
　 金額、契約日、注文者と受注者（販売者）の署名押印が記載されている箇所）
※⑥は加算支援金を申請する場合に添付してください。

加
算
支
援
金

※環境省の解体リストで家屋解体の確認後、申請対象となる方には、生活支援課より「解
　体証明交付申請書」をお送りします。

※半壊解体は、住宅の解体完了後に申請ができます。
※ 半壊解体および大規模半壊でやむを得ず解体によ
る差額申請の場合でも、公共事業予定地について
は対象外となります。

※ 住宅を賃借して支援金を受給したのち、住宅を建
設・購入（または補修）する場合は、受給済額と
の差額分を申請することができます。
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※０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子どもたちも対象になります。

【対象者・利用料】
　 幼稚園、保育所、認定こども園などを利用する３歳から５歳までの全ての
子どもたちの利用料が無償化されます。

 ●幼稚園については、月額上限２５,７００円です。

 ● 通園送迎費、食材料費、行事費などは、これまでどおり保
護者の負担になります。
　 ただし、年収３６０万円未満相当世帯の子どもたちと全て
の世帯の第３子以降の子どもたちについては、副食（おか
ず、おやつ等）の費用が免除されます。

 ● 子ども・子育て支援制度の対象とならない幼稚園について
は、無償化となるための認定や市町村によって償還払いの
手続きが必要な場合がありますので、避難先市町村にご確
認ください。

 ● 無償化の期間は、満３歳になった後の４月１日から小学校入学前までの３年間
です。
（注）幼稚園については、入園できる時期に合わせて、満３歳から無償化します。

（注）ここで言う住民税は、町条例による「減免前」の本来の課税額となります。

幼稚園、保育所、認定こども園等を利用する子どもたち

令和元年令和元年１０１０月１日から日から
３歳から歳から５歳までの幼稚園、保育所、認定こども園などを歳までの幼稚園、保育所、認定こども園などを
利用する子どもたちの利用料が無償化されます。利用する子どもたちの利用料が無償化されます。

令和元年１０月１日から
３歳から５歳までの幼稚園、保育所、認定こども園などを
利用する子どもたちの利用料が無償化されます。

　 ０歳から２歳までの子どもたちについては、住民税非課税世帯を対象とし
て利用料が無償化されます。
 ● さらに、子どもが２人以上の世帯の負担軽減の観点から、現行制度を継続し、
保育所等を利用する最年長の子どもを第１子としてカウントして、０歳から２
歳までの第２子は半額、第３子以降は無償となります。
（注）年収３６０万円未満相当世帯については、第１子の年齢は問いません。

【対象となる施設・事業】
　 幼稚園、保育所、認定こども園に加え、地域型保育、企業主導型保育事業
（標準的な利用料）も同様に無償化の対象となります。
（注）地域型保育とは、小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所内保育を指します。
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【対象者・利用料】

【対象者・利用料】

　 無償化の対象となるためには、避難先の市町村から「保育の必要性の認定」
を受ける必要があります。

　 幼稚園の利用に加え、利用日数に応じて、最大月額１１,３００円までの範
囲で預かり保育の利用料が無償化されます。

（注） 原則、通われている幼稚園を経由しての申請となります。「保育の必要性の認定」の要件について
　　  は、就労等の要件（認可保育所の利用と同等の要件）がありますので、避難先の市町村にご確認く
　　  ださい。

幼稚園の預かり保育を利用する子どもたち

認可外保育施設等を利用する子どもたち

　 就学前の障がい児の発達支援を利用する子どもたちについても、３歳から５
歳までの利用料が無償化されます。

　 ３歳から５歳までの子どもたちは月額３７,０００円まで、０歳から２歳ま
での住民税非課税世帯の子どもたちは月額４２,０００円までの利用料が無
償化されます。

【問い合わせ先】

保育所に関すること 幼稚園に関すること
健康福祉課　☎０２４６－８４－５２０５ 教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

【対象となる施設・事業】
　 認可外保育施設に加え、一時預かり事業、病児保育事業、ファミリー・サ
ポート・センター事業を対象とします。
（注１）認可外保育施設とは、一般的な認可外保育施設、地方自治体独自の認証保育施設、ベビーシッ
　　　 ター、認可外の事業所内保育等を指します。

（注２）無償化の対象となる認可外保育施設は、都道府県等に届出を行い、国が定める基準を満たすこ
　　　 とが必要です。ただし、基準を満たしていない場合でも無償化の対象とする５年間の猶予期間を
　　　 設けます。

　 無償化の対象となるためには、避難先の市町村から「保育の必要性の認定」
を受ける必要があります。
（注１）保育所、認定こども園等を利用できていない方が対象となります。
（注２）「保育の必要性の認定」の要件については、就労等の要件（認可保育所の利用と同等の要件）が
　　　　ありますので、避難先の市町村にご確認ください。
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～ プレミアム付商品券事業のお知らせ  プレミアム付商品券事業のお知らせ ～

◆住民税が非課税の方（商品券引換券の申請が必要）
　 　本年１月１日時点で双葉町に住民登録があり、
今年度の住民税が課税されない方

　 （生活保護を受給されている方や住民税が課税さ
れている方の扶養親族等は除きます。）

　対象者１人につき、商品券２万５千円（購入金額
２万円）まで

　令和元年９月１日から令和２年２月２９日まで

　購入場所は、現在お住まい（避難先）の市区町村
の窓口となります。ただし、購入可能期間や利用可
能期間は市区町村ごとに異なりますのでご注意くだ
さい。購入の際は、必要書類をお住まいの市区町村
にご確認の上、双葉町で発行した「プレミアム付商
品券引換券」を窓口に持参し、お手続きください。
　なお、対象者の方には、プレミアム付商品券のご
案内と申請書を９月上旬に送付予定です。

　１０月からの消費税率の引き上げが消費に与える影響を緩和することを目的として、プレミアム
付商品券事業が行われます。現在お住まい（避難先）の市区町村で商品券を購入する際は、双葉町
が発行する引換券が必要となり、引換券の交付には申請が必要です。
　なお、子育て世代分については、引換券が直接送付されますので、申請は不要です。

● 商品券を購入できる方 ● 利用可能額

● 商品券引換券申請期間

● 購入手続き

◆満３歳までのお子様がいる子育て世代（商品券引
　換券の申請は不要）
　 （２０１６年４月２日から本年９月３０日までに
お子様が生まれた方）
　※ 申請は必要ありません。直接引換券が送付され

ます。
　　 住民税が課税されない方で、かつ、子育て世
代の方は重複しての対象となります。この場
合は、住民税が課税されない方として申請が
必要となります。

～ プレミアム付商品券事業のお知らせ  プレミアム付商品券事業のお知らせ ～～ プレミアム付商品券事業のお知らせ ～

【問い合わせ先】　健康福祉課　福祉介護係　☎０２４６－８４－５２０５
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令
和
元
年
度
双
葉
町
生
徒
海
外
派
遣
事
業

10
人
の
中
高
生
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た

オークランド博物館

現地校生徒との交流

マオリショーにおける体験

楽しい食事の時間

ロトルア湖を背景にして

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
の
７
日
間
、

双
葉
町
生
徒
海
外
派
遣
事
業
派
遣
団
（
中
学
生

９
人
、
高
校
生
１
人
）
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

海
外
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
30
日
に
双
葉

町
い
わ
き
事
務
所
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
団
員

を
代
表
し
て
、
双
葉
中
学
校
２
年
の
脇
坂
玲
名

さ
ん
が
「
自
分
か
ら
積
極
的
に
現
地
の
方
々
と

関
わ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
身
に
付
け
る

研
修
に
し
ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
保
護
者
や
町
職
員
に
見
送
ら

れ
、
バ
ス
で
成
田
空
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
翌

日
７
月
31
日
の
早
朝
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
到

着
。
早
速
、
現
地
校
に
入
校
し
、
各
ク
ラ
ス
２

〜
３
人
に
分
か
れ
て
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
分
か

れ
宿
泊
し
ま
し
た
。
現
地
の
家
庭
生
活
を
経
験

す
る
だ
け
で
な
く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
自

ら
積
極
的
に
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
伝
え
る
場

面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
２
日
間
お
世
話
に
な

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
現
地
校
に
通
学
し

ま
し
た
。

　

現
地
校
２
日
目
・
３
日
目
は
マ
オ
リ
の
文
化

や
英
語
レ
ッ
ス
ン
で
現
地
校
の
生
徒
と
交
流
し

ま
し
た
。
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
（
お

別
れ
会
）
で
は
、
団
を
代
表
し
て
渡
部
杏
菜
さ

ん
よ
り
、
授
業
交
流
の
御
礼
の
ス
ピ
ー
チ
を
英

語
で
伝
え
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
は
、
間
欠
泉
・
羊
の
毛
刈
り

シ
ョ
ー
・
土
ぼ
た
る
を
見
学
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
自
然
の
偉
大
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
、
英
語
で
買
い

物
の
や
り
と
り
を
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
最
終
日
の
８
月
４
日
に
は
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
博
物
館
で
課
題
別
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
、
自
然
、
文
化
等

か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
展
示
物
の
写
真
を
撮
っ

た
り
、
日
本
と
比
べ
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た

こ
と
を
メ
モ
に
ま
と
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
日
間
の
研
修
期
間
中
、
全
員
が
体
調
を
崩

す
こ
と
も
な
く
、
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
触
れ
合

い
、
現
地
校
で
の

授
業
交
流
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
博
物
館

で
の
課
題
別
学
習

等
、
異
文
化
を
学

ぶ
素
晴
ら
し
い
研

修
内
容
で
し
た
。

研
修
を
終
え
晴
れ

晴
れ
と
し
た
団
員

の
表
情
の
中
に
は

自
信
と
た
く
ま
し

さ
が
み
な
ぎ
っ
て

い
ま
し
た
。
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国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

相
馬
野
馬
追

　

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
相
馬
野
馬
追
」
が
７
月

27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日
間
、
南
相
馬
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
標
葉
郷
（
双
葉
、
浪
江
、
大
熊
町
）
の
騎

馬
武
者
50
騎
が
浪
江
町
の
標
葉
郷
本
陣
か
ら
出
陣
し
、

浪
江
町
内
を
威
風
堂
々
と
練
り
歩
き
ま
し
た
。
南
相
馬

市
の
小
高
神
社
か
ら
小
高
郷
の
出
陣
と
合
流
し
て
祭
場

を
目
指
し
、
南
相
馬
市
内
で
騎
馬
武
者
行
列
を
行
い
ま

し
た
。

　

28
日
の
本
祭
り
で
は
、５
つ
の
郷
（
標
葉
・
宇
多
・
北
・

中
ノ
・
小
高
）
の
騎
馬
武
者
た
ち
が
南
相
馬
市
内
で
「
お

行
列
」
を
行
い
、
沿
道
の
観
客
か
ら
拍
手
と
声
援
を
送

ら
れ
な
が
ら
雲ひ

ば
り雀
ヶ
原
祭
場
地
に
入
場
し
ま
し
た
。
騎

馬
武
者
た
ち
は
炎
天
下
の
中
、
白
鉢
巻
に
甲
冑
姿
で
愛

馬
と
と
も
に
全
力
疾
走
す
る
「
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
競
馬
」
や
、
天
高

く
打
ち
上
げ
ら
れ
た
御
神
旗
を
人
馬
一
体
と
な
り
勇
猛

果
敢
に
奪
い
合
う
「
神し

ん
き旗
争
奪
戦
」
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
中
川
準
さ
ん
は
神
旗
争
奪
戦
で
青
の
御
神
旗
を
掴

み
、
山
頂
の
本
陣
に
向
か
い
坂
を
駆
け
上
が
っ
て
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
祭
り
終
了
後
、
騎
馬
武
者
た
ち
は
標
葉
郷
の
本
陣

に
凱
旋
し
、
多
く
の
観
客
が
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
29
日
に
は
本
来
の
野
馬
追
の
形
を
残
し
て

い
る
と
さ
れ
て
い
る
、
素
手
で
荒
駒
を
捕
ら
え
神
前
に

奉
納
す
る
「
野
馬
懸
」
が
相
馬
小
高
神
社
で
行
わ
れ
、

相
馬
野
馬
追
は
３
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

御先乗　中川　準

軍者　中川　健治

騎馬隊　中川　心菜

功労者　谷津田　光治

軍者　山本　秀次

副執行委員長代理　　下　明夫

凱旋 神旗争奪戦 甲冑競馬 出陣

本年度出場者（敬称略）
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第１３回　市町村対抗福島県軟式野球大会
開会式：９月７日（土）１０：００
　　　　ヨーク開成山スタジアム（郡山市）

－  選手名簿（敬称略）－

第１試合
双葉町  対  棚倉町

 １．加藤　秀樹（監督）
 ２．伊澤　慶昭（主将）
 ３．里見　淳
 ４．平賀　健太
 ５．落合　晃輝
 ６．小林　義弘
 ７．山本　正太
 ８．谷津田　淳之
 ９．加村　晴也
10．高萩　文孝

11．木幡　和清
12．加藤　裕樹
13．中川　雅斗
14．板井　克也
15．青田　隆志
16．伊　　雅明
17．井戸川　悠太
18．渡部　卓朗
19．石澤　拓也
20．中川　湧斗

21．門馬　雄介
22．鈴木　景一朗
23．山田　琢磨
24．橋本　斗輝也
25．井戸川　直樹
26．玉根　俊介
27．白石　亮佑

皆さんの応援よろしく
お願いします！

会　場： 三春町営野球場（三春町）

試合日：９月１４日（土）８：３０～

○申し込み締め切り…１０月１１日（金）まで

○参加資格 …○日　　時 … １０月１９日（土）小雨決行

○参　加　費 … １３,０００円程度
（プレー代、参加費、昼食代）
※当日、ゴルフ場へお支払いください。

○参加人数 … ５０人程度

○場　　所 … いわき市サラブレットカントリークラブ
いわき市渡辺町上釜戸字上ノ代２４５
☎０２４６－５６－０１２３

双葉町民または現在町事業所に
勤務している方、及び平成２３年
３月１１日当日に町事業所に勤務
していた方

○競技方法 … ①１８ホールストロークプレー
② スルーザグリーン６インチ
プレース
③ダブルペリア　１２ホール

※組み合わせ希望も受け付けます。
※ 組み合わせとスタート時間は、大会１週
間前に事務局より郵送します。

【申し込み・問い合わせ先】 双葉ふれあいクラブ事務局 ☎　 ０２４６－３８－３３２５
ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

双葉町民ゴルフ大会のお知らせ双葉ふれあいクラブから双葉ふれあいクラブから双葉ふれあいクラブから

※ ７月１５日発行のふたばのわに、詳しい内容を掲載したお知らせ（参加申込書・
承諾書）を同封しています。参加希望の方は必要事項を記入の上、右記申し込み
先までご持参・郵送・ＦＡＸをお願いします。なお、町公式ホームページにも参
加申込書・承諾書を掲載しています。

※ この事業は「福島特定原子力施設地域振興交付金事業」を活用して実施いたし
ます。

【申し込み・問い合わせ先】

昼食 （軽食・無料） を
用意しています

教育総務課
いわき市植田町中央１－１６－１３

〇開催日時：１０月１２日（土）　受付開始　９時３０分～
〇会　　場：Ｊヴィレッジ　雨天練習場
〇参加対象：双葉町民

０２４６－８４－５２１０☎ 
０２４６－８４－５２４８ＦＡＸ

申し込み延長期間　９月１３日（金）まで

子どもから大人まで楽しめるレクリエーションで一緒にリフレッシュしませんか？子どもから大人まで楽しめるレクリエーションで一緒にリフレッシュしませんか？
たくさんの参加をお待ちしています。たくさんの参加をお待ちしています。

ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１９２０１９ふたばスポーツフェスティバルふたばスポーツフェスティバル２０１９２０１９ふたばスポーツフェスティバル２０１９
申し込み期間の延長のお知らせ

子どもから大人まで楽しめるレクリエーションで一緒にリフレッシュしませんか？
たくさんの参加をお待ちしています。
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いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会

　平七夕まつり２日目となる８月７日、地元の平和通り
商店会から前日に続き、たくさんの差し入れなどをいた
だきました。猛暑の中、大歓迎されながらの地域交流を
今年も深めました。夕方には、清水敏男いわき市長が平
和通り商店会の鈴木会長の案内で、いわき・まごころ双
葉会の七夕飾りを視察されました。長期避難の労いと平
七夕まつりへの参加御礼、そして来年も参加して交流を
深めてくださいとの嬉しいお言葉をいただき、参加した
意義を深く感じました。

　いわき・まごころ双葉会　事務局

いわき・まごころ双葉会　会長　石田　翼

平七夕まつりに今年も出展平七夕まつりに今年も出展

　この度「東京ふれあい双葉会」との交流会を下記により、開催します。お誘いあわせの上、

皆さまのご参加をお待ちしております。

いわき・まごころ双葉会から、会員の皆さまへのお知らせいわき・まごころ双葉会から、会員の皆さまへのお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】
○石田  　翼　
○横山  勝朗　
○大橋  庸一　
○武内  しな子
○福岡  一枝　
○箭内  裕子　
○細澤  榮子　

☎０８０－５５６９－１７７５
☎０９０－３９８２－４８６８
☎０９０－４３１３－３３６９
☎０９０－７９３７－６３６３
☎０９０－３６４３－８７８１
☎０８０－６０５９－６３９７
☎０９０－２９５０－２９８５

◇日　時：９月２７日（金）
１０時３０分～１４時３０分

◇場　所：好間公民館
（いわき市中好間字中川原２９－１）

◇余　興：大正琴の演奏
（ＪＡスマイル大正琴の皆さま）

◇申込期限： 準備の都合上９月１５日（日）までに、
申し込み願います。

いわき・まごころ双葉会から、会員の皆さまへのお知らせ

Ｙ
ワイ

oＹ
ワイ

交流会 in 群馬　谷川岳を開催します

【問い合わせ先】 千吉良　髙志（三字） 　☎０８０－５５６８－７０９１

日　時： 会　費：令和元年１０月１日（火）・２日（水）１泊２日 実費（宿泊費・ロープウェイや
　　　昼食代）
各自で支払い １５,０００円程度

１日目：１２時００分　水上駅前駐車場集合
 ● 昼食 … その他
宿泊　湯檜曽温泉　湯の陣
 ● ロープウェイで谷川岳天神平まで登り観光
　（紅葉見学）
 ● 峠リフトで天神峠駅まで登ることも可能
 ● 日本一のモグラ駅「土合駅」構内見学

２日目：

昼食後解散予定
申込締切：準備の都合上９月１８日（水）

までに、申し込み願います。

連絡先：電話にてお申し込み下さい。 

～ 日本百名山の一つ ～

平七夕まつりに今年も出展平七夕まつりに今年も出展平七夕まつりに今年も出展

※ 「参加者名」「参加人数」「連絡先」
　「双葉町の行政区」をお知らせ下
　さい。

14広報ふたば 令和元年９月



日　時 主な内容

「ふたこん」開催のお知らせ「ふたこん」開催のお知らせ

１１月２日（土） 
１０：００から１５：００まで ・体験活動

　（クッキー作りやクラフト体験など）

・ランチブッフェ（食べ放題）
　～～レストラン『Mekke ! 』～～場　所 那須りんどう湖レイクビュー

参加費 ３,０００円

申込み ・期　限：
・方　法：

１０／２５（金）まで
電話・ＦＡＸ・メール
いずれかで申し込み

参加条件 男女ともに３０代限定、
各１０名まで

※ ８：００発１７：００着予定で双葉町
いわき事務所からシャトルバスを
運行いたします。

【申し込み・問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０（直通）
メール：kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

「ふたこん」開催のお知らせ
下記の日程で双葉町の恋活・婚活パーティー「ふたこん」を開催します。下記の日程で双葉町の恋活・婚活パーティー「ふたこん」を開催します。

　出逢いを求めている方、是非お気軽にご参加ください！　出逢いを求めている方、是非お気軽にご参加ください！

　私たち人は人生の３分の１の時間を「睡眠」で過ごすといわれています。寝ている

間に身体及び脳の疲れを休息させ、修復再生させているのです。

　答えは、睡眠時間は人それぞれ。朝起きて疲労感がなく、昼間に普通に活動で

きていれば、あなたの睡眠は足りていると思ってください。それが良い質の睡眠

です。

　睡眠時間やリズムは人それぞれです。年齢・季節で変化します。睡眠は時間だ

けでは測れないのです。大切なのは量より質です。自分の睡眠の特性を知って、

うまく社会に適応し、楽しく生活することが大切です。

　睡眠が変われば暮らしが変わる。良い眠りで体も心も健康に！！

生活習慣の改善を ～睡眠・休息～

◆何時間眠ればいいの？

　今や３人に１人が睡眠に関わる問題を抱えています。

　睡眠は、人が生きるうえで欠かせない生命活動です。睡眠が

うまく取れないと、単に不眠や過剰な眠気、作業能率の低下だ

けでなく、気分障害・肥満・高血圧・糖尿病などの多くの生活

習慣病の原因となったり、病気を悪化させたりする重要な生活

習慣です。

下記の日程で双葉町の恋活・婚活パーティー「ふたこん」を開催します。

　出逢いを求めている方、是非お気軽にご参加ください！
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　福島県教育委員会では、本年度中または令和２年４月から、講師
として小・中学校に勤務できる方を募集しております。希望する方
は、ぜひ下記の連絡先にお問い合わせください。なお、募集のお知
らせは、福島県教育委員会のホームページにも掲載しておりますの
でご覧ください。福島県の子どもたちのために教員としてお力を発
揮してください。

【問い合わせ先】　福島県教育庁　相双教育事務所　☎ ０２４４－２６－１３１６

講師募集講師募集　～ 学校で教えてみませんか  学校で教えてみませんか ～

希望する校種・職種の教員免許状を所有する方対　象

県では、来年４月から県立病院に勤務する職員を募集します県では、来年４月から県立病院に勤務する職員を募集します

福島県病院局（県立病院）福島県病院局（県立病院）
職員採用選考予備試験を実施します職員採用選考予備試験を実施します

福島県病院局病院経営課　電話０２４－５２１－７２２６
※詳しくは以下ホームページをご覧ください。

なお、同時に臨床検査技師と育休任期付職員（看護師）の募集も行っています。

お問い合わせ７

看護師・５名程度
試験職種・採用予定人数１

福島県ふたば医療センター附属病院（富岡町）の予定
※その後、県内の県立病院等に異動となる場合があります

勤務地２

９月９日（月）～１０月４日（金）必着
申込受付期間３

１０月１２日（土）
試験日４

・郡山市青少年会館（郡山市大槻町字漆棒８２番地）
・福島県いわき合同庁舎（いわき市平字梅本１５）

試験会場（※以下２会場から選択可能です）５

１１月８日（金）
合格発表日６

福島県病院経営課 検　索

福島県病院局（県立病院）
職員採用選考予備試験を実施します

講師募集　～ 学校で教えてみませんか ～

県では、来年４月から県立病院に勤務する職員を募集します
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双葉郡双葉町、富岡町、広野町、楢葉町、大熊町、浪江町、川内村、葛尾村登記管轄区域

・所在地：福島県いわき市平字堂根町４番地１１
　　　　　いわき地方合同庁舎（福島地方法務局いわき支局内）
　　　　　☎ ０２４６－３５－５６７０

・所在地：福島県双葉郡富岡町小浜５５４番地７
　　　　  （※いわき支局内への移転前と同じ）
　　　　　☎ ０２４０－２２－３０５２

● 令和元年１０月１１日（金）まで

● 令和元年１０月１５日（火）から

【問い合わせ先】　福島地方法務局総務課　 ☎ ０２４－５３４－１９８３

　東日本大震災発生後、福島地方法務局富岡出張所は、同局いわき支局内に移転して業務
を行っていましたが、本年１０月１５日（火）から、業務を行う場所を富岡町に戻し、同町
における業務を全面再開することとしました。
　これに伴い、富岡出張所の所在地等については、下記のとおりとなります。

福島地方法務局富岡出張所の
富岡町における業務の全面再開について

　消費者ホットライン１８８（局番なし）は、お近くの消費生活センター
等の消費生活相談窓口をご案内することにより、消費生活相談の最初の一
歩をお手伝いするものです。
　「悪質商法等による被害にあった」「ある製品を使ってけがをしてしまっ
た」などの消費者トラブルで困っていることはありませんか？
　そんなときは一人で悩まずに、全国どこからでも３桁の電話番号でつな
がる消費者ホットライン「１８８（いやや！）」にご相談ください。専門の
相談員がトラブル解決を支援します。

大切なのは、すぐに相談することです

困ったときは、一人で抱え込まないで

「消費者ホットライン「いやや」（局番

なしの１８８）」までお電話を

『泣き寝入りは超いやや（１８８）！』で
覚えてね

消費者ホットライン消費者ホットライン１８８１８８

一人で悩まず、まずは相談

とは？とは？

「イヤヤン」
消費者庁　消費者ホットライン１８８イメージキャラクター

消費者ホットライン消費者ホットライン１８８１８８とは？とは？消費者ホットライン１８８とは？
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双葉町社会福祉協議会
～ ９月健康運動教室、社協サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）

南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

毎週　木曜日

13:30 ～ 15:00
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291県北保健福祉事務所　４階中会議室
（福島市御山町8－30）※上靴をご持参ください。

　9月17日（火）

社協サロン（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申し込みをお願いします。

白河市老人福祉センター　会議室
（白河市北中川原313）

9月10日（火） 10:00 ～ 14:00 郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

富岡町役場いわき支所　多目的交流施設
（いわき市平北白土字宮前８）

　9月19日（木） 10:30 ～ 14:30 本部事務局
☎ 0246 －84 －6725

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。９月は、９月２７日（金）を予
定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎０２４０－２５－８３７７）
までお願いします。

◇輸送について

◇中間貯蔵工事情報センターについて

※８月９日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０１９年度は、２８０,１９０㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は1,191,484㎥）

見学バスの様子
（２０１９年７月撮影）

見学会の様子
（２０１９年７月撮影）
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消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

お彼岸に伴い火気を使用する機会が増えてきました。
火災を防ぐポイントを紹介します

　１９２３年（大正１２年）９月１日（土）に発生した関東
大震災にちなんだもので、関東大震災の教訓を忘れない
という意味を込めて制定されました。
　近年、毎年のようにさまざまな災害が発生し甚大な被
害となっています。
　防災の日を機に、もしもの時に備えて防災グッズの準
備、点検や避難場所の確認を行いましょう！

１. ろうそくを使用しているときは、その場を離れないようにすること。
２. 誰もいない部屋では、ろうそく・線香の火は消すこと。
３. 転倒に備え、周囲には可燃物を置かないように整理整頓をすること。
４. ろうそくは、金属製、陶磁器製などに置き、転倒や燃え尽きたときでも
　  火がつかない物に、安定させて立てること。
５. 万一に備え、消火器や水の入ったバケツなど、消火の準備しておくこと。

ろうそく、たばこなどの火災に注意しましょう！

９月１日は防災の日 ８月２０日から９月５日は防災週間

◆たこ足配線 　 火事　◆カイロ 　 やけど
◆床が濡れている 　 転倒
◆ストーブの前に洗濯物を干す 　 火事　
◆ぬれた手でコンセントに触る 　 感電

この３つは事故の原因になりやすいので「危険」だという
ことをしっかり心に留めてください。

防災と身近に潜む危険への備え防災と身近に潜む危険への備え

例えば 　・１日１回夕食時など家族が集まる時間に、天気予報を見る。

　・警報で通知がくるアプリをダウンロードするなど

できることからやってみましょう！

防災と身近に潜む危険への備え

身近に潜む危険

火・水・電気

気を抜くな毎日かわる危険箇所！

令和元年度　全国統一防火標語

火の後始末は
しっかりすること

日頃から災害への備えを万全に

【ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心】

　人は「自分は大丈夫」と、思いがちです。

　残念なことに近年、大地震や大雨水害による多大な被害が発生。多くの人は「必要だ」と

思いながら、行動に移すことは難しいものです。
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【企業向け】働くひとの心のケア（メンタルヘルスの進め方講座）

ドローン講習 in 浪江

【求職者向け】自分再発見セミナー

【求職者向け】 企業見学バスツアー in 南相馬

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

いきいきと働くための心のケアを！
未然の予防やケアで働きやすい職場へ。実例を通して学ぶことで、より具体的に理解を深めることができます！
参加無料。詳しくはお問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

物流・測量・空撮など、ドローンに対する期待と関心
は高く、需要も増えています。安全運航に関する法令
及び操縦の基礎を学びませんか。

　４つのケアを学び心の健康への理解を深める。全ての人が健やかにいきいきと働くために、ストレスとストレス
反応を理解し、安定的・意欲的な姿勢で働ける職場づくりと、働き手に選ばれる組織づくりを目指すセミナーです。

【申し込み・問い合わせ先】

福島広域雇用促進支援協議会
　広野窓口（広野町役場産業振興課内）
　　  ☎ ０２４０－２３－５５８６　ＦＡＸ０２４０－２３－５５８７

ホームページ 働きたいネット 検索

※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考いたします。２０社５０名● 定　員 … ９月２６日（木）● 締切日 …

先着１５名（事前申込制）● 定　員 …
１０月４日（金）● 締切日 …

９月１７日（火）● 締切日 …

９月１１日（水）● 締切日 …

● 定　員 …

● 会　場 …広野町公民館　（双葉郡広野町中央台１－１）

● 会　場 …浪江町地域スポーツセンター　
（双葉郡浪江町権現堂下馬洗田５－２）

● 会　場 …Ｊヴィレッジセンター棟　２階（風の間）
（双葉郡楢葉町山田岡美シ森８）

● 見学先 … 福島ロボットテストフィールド、
㈱ヨークベニマル

● 企業プレゼン … ㈱菊池製作所、㈱友伸エンジニア
リング、エイムカイワ㈱

● バス発着 …福島駅・いわき駅
・福島ロボットテストフィールド

● 会　場 …浪江町地域スポーツセンター　
（双葉郡浪江町権現堂下馬洗田５－２）

ストレスとは？　セルフケアのポイント、顕在意識と潜在意識　など● 内　容 …

座学、実技、小テスト● 内　容 …

１０月９日（水）● 日　時 … １３：００ ～ １６：００

FUKUSHIMA　DRONE　SCHOOL● 講　師 …

９月２０日（金）● 日　時 …
１３：００ ～ １５：００（受付開始１２：３０～）

１０月８日（火）● 日　時 …
１３：００ ～ １５：００

１０月４日（金）● 日　時 …
見学時間：１０時 ～ １６時（予定）

９月２６日（木）● 日　時 …
９：１５ ～ １７：１５

９月２７日（金）● 日　時 …
９：１５ ～ １７：１５

【メンタルヘルスの進め方講座】

個人申込型

企業申込型

【求職者向け】
  行くしかない！！　合同就職面接会 in 浪江
参加企業２８社【参加無料・申込不要・履歴書不要】
実は面接会が就職への近道♪
求人票には載っていない魅力が聞ける！
バラエティーあふれる職種が勢揃い！
パート・正社員、働き方もいろいろ！

性格傾向から職業マッチングをします。自分の強みを
再発見し、一歩を踏み出す機会にしましょう！

MADE IN 南相馬を目指して！復興の新しい切り札「ロ
ボットのまち南相馬」世界に類を見ない一大研究開発拠
点【福島ロボットテストフィールド】の施設見学、ロ
ボット技術関連企業のプレゼン有り。新しいまちづくり

※参加企業の詳細は、ホームページをご覧ください。

※雇用保険受給者へ参加証明書を発行します。

※雇用保険受給者で証明書が必要な方に参加証明書を発行します。

★応募書類キットのプレゼント　★証明写真の無料撮影あり！

※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。

各２０名

３０名程度● 定　員 … ９月２４日（火）● 締切日 …

を支える企業見学など。“ 就職直結型バス
ツアー ” を開催！ロボット技術を身近に感
じる環境で働いてみませんか？
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

成
な り た

田いちか 7 月　9 日 昴平・麻未 新　山

渡
わたなべ

邉　絵
か い と

人 7 月 11 日 勇人・花織 中　田

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

鈴木トヨ子 ９１ 5 月 23 日 浜　野

長谷川榮子 ９３ 6 月 30 日 羽　鳥

黒﨑　マス ８５ 6 月 30 日 鴻　草

安齋　富男 ６５ 7 月　7 日 長塚二

天野　政信 ６７ 7 月 20 日 三　字

人のうごき７月分
避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

広報紙の発送について広報紙の発送について

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。
※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通
知などの郵便物が届かなくなりますのでご注意くだ
さい。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ

広報紙の発送について

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

（令和元年 7月31日現在） ・福島県内に避難されている方 4,066人
2,808人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

　寄稿してくださる方には、原稿用紙をお送

りします。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

 ● 掲載号：
 ● 文字数：
 ● 原稿締切：

※顔写真が１枚必要となります。

【問い合わせ先】　
　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

子 短
歌
・
事
故
以
来　

訪
ね
来
し
友　

懐
か
し
く

し
ば
し
語
う　

時
の
過
ぐ
る
も

　
　

・
仮
帰
宅　

双
葉
の
浜
は　

波
し
ず
か

３
・
11　

民
は
帰
れ
ず

俳
句
・
立

あ
お
い

葵　

先
迄
咲
い
て　

梅
雨
明
け
る

　
　

・
紫
陽
花
や　

枇び

わ杷
は
熟
れ
た
か　

故さ

と郷
の
畑

川
柳
・
に
こ
に
こ
と　

握
手
本
音　

見
え
隠
れ

令和２年１月号

３００字程度　

　 １１月２９日（金）

　　（ネズミ）年生まれの　　（ネズミ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんかの抱負を掲載しませんか

子　　（ネズミ）年生まれの
皆さん、広報ふたばに新年
の抱負を掲載しませんか

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
するようになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。

日　時：令和元年９月７日（土）午前１０時から午後４時
専用電話番号：０１２０－５６７－３０１（当日のみの専用（臨時）の番号です）
※相談料は無料です。秘密は厳守します。

【問い合わせ先】　
   ☎０２４２－８５－８９３５

「あきらめないで　全国一斉養育費相談会
～ 法律改正により、養育費の支払いが強化されます～」

司法書士による養育費に関する電話相談会
福島県青年司法書士協議会・全国青年司法書士協議会からのお知らせ
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
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過
ご
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、
ふ
る
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と
双
葉
町
へ
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思

い
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抱
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い
る
の
か
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、
皆
さ
ん
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声
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お
聴
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☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
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り

一
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ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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戦
時
色
が
濃
く
な
る
中
で

　

旧
新
山
町
出
身
の
父
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
マ
ニ
ラ

麻
の
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
た
た
め
、
昭
和
６
年
、

私
は
同
地
で
生
ま
れ
、
物
心
が
つ
く
頃
ま
で
育
ち

ま
し
た
。
当
時
、
旧
満
州
や
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
な
ど
の
南
方
を
含

め
た
外
地
に
、
多
く
の
日
本
人
が
向
か
っ
た
時
代

で
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

る
交
流
と
違
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
貧
し
さ
か
ら

豊
か
さ
と
活
路
を
求
め
る
た
め
で
し
た
。

　

私
の
場
合
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
大
変
な
思
い
を
し

た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
12
年
、
父
方
の

祖
母
が
亡
く
な
っ
た
の
を
機
に
、
私
た
ち
一
家
は

父
の
故
郷
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
二
・
二
六

事
件
や
盧
溝
橋
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
第
二
次

世
界
大
戦
に
向
か
っ
て
戦
時
色
が
濃
く
な
っ
て

い
っ
た
時
代
で
し
た
。

芸
は
身
を
立
て
る

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
習
字
や
図
画
な
ど
筆
を
持

つ
こ
と
が
好
き
で
得
意
な
方
で
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
前
後
は
小
中
学
生
で
し
た
が
、
紙
の
一
枚

す
ら
貴
重
な
時
代
で
、
遊
び
が
て
ら
自
由
に
書
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
、
物
不
足
が

解
消
さ
れ
て
い
く
中
で
、
仕
事
の
合
間
な
ど
時
間

を
見
つ
け
て
筆
を
握
る
機
会
が
徐
々
に
増
え
、
書

道
の
品
評
会
や
昇
段
審
査
等
に
挑
戦
し
、
師
範
の

資
格
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
書
道
は
人
生
の
友
で
あ
り
、
生
業
に

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
業
の
傍
ら

建
設
関
連
等
の
仕
事
を
経
て
、
67
歳
ま
で
田
中
合

名
会
社
に
勤
務
し
双
葉
給
油
所
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
知
人
や
お
客
様

か
ら
無
償
で
筆
耕
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
依
頼
し

た
方
々
の
多
く
が
給
油
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
自
然

な
流
れ
と
し
て
、
仕
事
で
も
い
わ
ゆ
る
「
ギ
ブ
・
ア

ン
ド
・
テ
イ
ク
」
の
関
係
が
長
年
続
い
て
い
ま
し
た
。

将
来
世
代
の
た
め
前
向
き
で
自
立
の
日
々

　

原
発
事
故
で
町
を
離
れ
、
当
初
、
長
男
の
勤
務

先
が
あ
る
南
相
馬
市
で
生
活
し
な
が
ら
、
将
来
の
こ

と
に
つ
い
て
模
索
し
ま
し
た
が
、
当
家
を
継
ぐ
孫
た

ち
の
将
来
を
考
え
、
子
ど
も
た
ち
の
協
力
を
得
な
が

ら
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
事
を
進
め
、
平
成
27
年
、

日
立
市
内
に
自
宅
が
完
成
し
、
現
在
、
長
男
一
家
と

私
は
、同
じ
敷
地
内
で
そ
れ
ぞ
れ
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
３
時
に
起
き
て
約
４
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
炊
事
と
洗
濯
な
ど
の
家
事
と
朝
食
を
済
ま
せ
新

聞
に
目
を
通
し
、
朝
食
後
は
、
脳
ト
レ
、
書
道
や
掛

軸
の
描
画
な
ど
、
自
立
を
旨
と
し
て
前
向
き
な
日
々

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

故
郷
を
離
れ
た
生
活
は
続
き
ま
す
が
、
震
災
犠

牲
者
へ
の
鎮
魂
と
復
興
へ
の
祈
り
を
書
に
し
た
た
め

た
り
、
新
天
地
で
の
再
起
と
幸
福
へ
の
希
望
を
込
め
、

恵
比
寿
様
、大
黒
様
や
七
福
神
、「
う
ま（
馬
）く（
九
）

い
く
」
に
あ
や
か
り
馬
９
頭
の
絵
を
描
き
、
掛
軸
な

ど
に
し
て
縁
あ
る
方
に
差
し
上
げ
る
な
ど
、
皆
さ
ん

と
の
絆
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●避難先●
　茨城県日立市

（三字）

岡田  正己さん

おかだ            まさみ
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走
る
こ
と
は
「
い
つ
も
一
等
賞
」

　

誰
か
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
、
特
に
何
か
を
目

指
し
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
い
頃
か
ら

走
る
の
が
速
く
、
小
学
校
の
６
年
間
、
か
け
っ
こ

や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
い
つ
も
１
位
で
し
た
。
中

学
に
進
ん
で
か
ら
、
部
活
動
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

と
特
設
陸
上
・
駅
伝
部
で
し
た
が
、
中
学
卒
業
ま

で
の
３
年
間
、
双
葉
町
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
ふ

く
し
ま
駅
伝
に
参
加
し
ま
し
た
。

故
郷
の
あ
り
が
た
さ
を
知
っ
た
高
校
時
代

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
や
中
体
連
な
ど
の
大
会
出
場
が

縁
で
、
中
学
卒
業
後
、
学
法
石
川
高
校
（
石
川
町
）

に
進
み
部
活
動
は
陸
上
部
に
所
属
し
ま
し
た
。
同

校
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
県
内
外
か
ら
「
我
こ
そ
は
」
と
い
う
生
徒
が

集
ま
っ
て
い
る
中
、
実
際
、
私
の
レ
ベ
ル
で
は
つ

い
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
、入
学
し
て
間
も
な
く
、

部
活
動
を
諦
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
同
士
で

切
磋
琢
磨
し
、
部
活
と
勉
強
に
充
実
す
る
は
ず

の
高
校
生
活
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、
一
転
し

て
、
ど
ん
底
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
毎
週
、
母
が
石
川
町
ま
で
迎
え
に
来

て
く
れ
て
、
週
末
や
休
日
は
双
葉
町
の
自
宅
で
過

ご
す
度
に
心
が
癒
さ
れ
て
、
少
し
ず
つ
元
気
を
取

り
戻
し
、
３
年
間
の
高
校
生
活
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

仕
事
を
通
し
て
感
じ
た
復
興
の
足
音

　

高
校
卒
業
後
、
地
元
に
戻
っ
て
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

に
就
職
し
、
震
災
当
日
も
通
常
通
り
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
原
発
事
故
で
事
業
の
継
続
が
困
難
と

な
り
一
時
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
、
い
わ

き
市
内
で
の
一
部
事
業
の
仮
再
開
に
あ
た
り
声
を

か
け
ら
れ
復
職
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
、
楢
葉
町
に
あ
る
施
設
の
一

部
が
営
業
を
再
開
し
て
以
降
、
い
わ
き
市
内
の
避

難
先
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
故
郷
の
近
く
で
復
興

に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
、
気
持
ち
の

上
で
も
充
実
し
て
お
り
、
通
勤
に
片
道
約
１
時
間

か
か
る
毎
日
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
疲
れ
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
わ
る
こ
と
が
な
い
帰
還
志
向

　

私
に
限
ら
ず
、
両
親
や
娘
、
愛
媛
県
で
生
活
し
て

い
る
兄
一
家
も
含
め
、
環
境
が
整
い
次
第
、
故
郷
で
の

生
活
を
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
両
親

は
、
い
ず
れ
帰
還
で
き
る
日
に
向
け
た
希
望
と
耕
作

技
術
の
維
持
継
続
の
た
め
に
、
避
難
後
間
も
な
く
い

わ
き
市
内
で
稲
作
を
中
心
に
営
農
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
仲
間
づ
く
り
の
た

め
、
い
わ
き
市
内
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
加
わ

り
再
び
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

26
年
か
ら
４
大
会
連
続
で
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
双

葉
町
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
走
し
、
同
28
年
大
会

で
は
、
当
時
中
学
３
年
の
娘
と
と
も
に
襷た

す
き

を
繋
ぎ

ま
し
た
。

●避難先●
　福島県いわき市

（羽鳥）

澤上 　晶さん

さわがみ              あき
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震
災
前
か
ら
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

　

長
年
、
弊
社
は
建
設
関
連
業
と
し
て
「
地
元

あ
っ
て
」
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
生
活
の
便
利
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
、
特
に
、
お
年
寄
り
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
商

売
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
は
そ
の
一
つ
で
し
た
。

　

避
難
後
、
い
わ
き
市
内
で
会
社
を
再
開
す
る
傍

か
た
わ

ら
、
故
郷
の
絆
や
避
難
先
地
域
と
の
交
流
な
ど
に

繋
が
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
中
、
か
ね
て
よ
り
考

え
て
い
た
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
開
業
に
向
け
て

動
き
始
め
ま
し
た
。

ど
う
せ
や
る
な
ら
「
他
に
な
い
こ
と
」

　

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
業
界
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
（
Ｆ
Ｃ
）
に
加
盟
し
、
そ
の
Ｆ
Ｃ
本
部
に
店
舗

設
営
か
ら
運
営
ま
で
お
任
せ
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
よ
り
便
利
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
、
そ
う
し
た
Ｆ
Ｃ
に
は
加
盟
せ
ず
、
自
分
た
ち

で
店
づ
く
り
を
行
い
、
昨
年
６
月
、
復
興
公
営
住

宅
勿
来
酒
井
団
地
内
の
仮
設
商
業
施
設
内
に
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
店
舗
を
含
め
、
現
在
、
い
わ
き
市
内

で
３
店
舗
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

型
破
り
な
運
営
は
「
利
用
者
目
線
か
ら
」

　

今
年
の
夏
、
前
半
は
長
雨
と
な
っ
た
た
め
、
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
利
用
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
無
人
で
操
作
方
法
を
聞
け
な
い
、
洗
濯
物
が

取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
、
衛
生
面
の
疑
問
を
感
じ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
店
舗
で

は
、そ
う
し
た
不
安
の
解
消
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
無
人
店
舗
で
定
期
巡
回

に
よ
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
の
が
常
識
で
す
が
、

弊
社
で
は
「
店
員
常
駐
」
に
よ
り
、
操
作
説
明
や

洗
濯
物
の
取
り
込
み
と
い
っ
た
利
用
者
様
の
お
手

伝
い
、
毎
日
複
数
回
、
店
内
の
掃
除
だ
け
で
な
く
、

薬
剤
を
用
い
た
機
器
内
清
浄
、
除
菌
効
果
の
あ
る

使
い
捨
て
の
ア
ル
コ
ー
ル
布
に
よ
る
払
拭
な
ど
、

衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
店
員
不

在
時
で
も
、
電
話
や
対
話
型
遠
隔
カ
メ
ラ
に
よ
り

24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
避
難
指
示
解
除
後
の
故
郷
で
、
生
活
の
便

利
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
試
金
石
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（下長塚）

コインランドリー

てるてる坊主

代表取締役福田 一治さん
ふくだ    かずはる

（株式会社 福田工業）

〒９７９－０１４２
いわき市勿来町酒井青柳１４－４

復興公営住宅勿来酒井団地内
【電　話】０９０－２９７６－８６９２
【各店舗】
　窪田店…いわき市勿来町窪田町通４－１１
　錦　店…いわき市錦町作鞍１４０
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８月１０日に復興公営住宅勿来酒井団地内で行わ
れた夢ふたば人盆踊り大会のイベント会場で野村
花
かの ん

音さん（左）と遥
はる か

花さん姉妹（羽鳥）の笑顔です。

アンソニー先生　【 町民体育祭 】（２００９年撮影）

町立学校のＡＬＴ、アンソニー・バラード先生とフィリップ・ジェリーマン先生の写真館です。
双葉町の懐かしい写真などを展示しています。

（ＡＬＴ … 外国語指導助手）（ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～ （ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～

－ 

編
集
後
記 

－

　

平
成
23
年
６
月
１
日
に
発
行
を
開
始
し
た
広
報
ふ
た
ば
災
害
版
が
、
今

月
で
１
０
０
号
と
な
り
ま
す
。皆
さ
ま
に
取
材
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

毎
号
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
７
月
28
日
に
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
た
相
馬
野
馬
追

の
「
お
行
列
」
出
陣
前
の
一
場
面
で
す
。
愛
馬
に
水
分
を
補
給
さ
せ
な
が

ら
、
中
川
健
治
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
中
川
心
菜
さ
ん
が
並
ん
で
出
陣
に
備

え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
梅
雨
の
期
間
は
長
く
感
じ
ま
し
た
が
、
相
馬
野
馬
追
が
開
催
さ

れ
る
頃
に
は
夏
ら
し
い
気
候
と
な
り
、
本
祭
り
の
日
の
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地

で
は
気
温
が
30
度
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
広
報
ふ
た
ば
７
月
号
に
掲
載
し

た
熱
中
症
対
策
を
も
う
一
度
確
認
し
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
入
っ
て
い
な
い
飲

料
を
喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
摂
取
す
る
な
ど
心
が
け
、
取
材
に
臨
み
ま

し
た
。
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